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二1㌧・＝

、も⑤～耳0％鑑認φられており、前記、岩泉町の出生後届

即畑勉占め即るる’（卸表）∵』 ・広 罫
　ω　妊婦検診状況
き∴ 贈馳域母子鰹の直拗支柱であるが醐医
1
ゐ不足、地瑠的態条件などめ現状がぢ必ずしも十分とい
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第一6衷 安家地区周産期死亡の状況〆1

14・年 42 43 44
45　　　　46　　　　　47

1 ， i l　　　　　　　　I 1

周死総　　数
産亡　早期新生児死亡
期数　　 8ヵ月以降の死産

3　　－14　　　4・　　14　　∴1　　　1　　・ 2

1　　　3　　　3　　　1　　　0　　　1　　．0
・2　　　1　　　1　　　3　　　1　　　0　　， 2

出”生　　　　数　　・F52　　　54　・　48　　　50　　　33　　　28　　　30

周産期死亡1 率　57．7　74，1　 83．3　80．0　30，3 35．7　66．7

第7表安家地区乳児の出生と死亡の状況

＼墜14・1年　』421 一43144145 」
出　1生　数 52 54 46 50 33

出　生　率 20．2 21．1 19．0 22．2 15

乳児死亡数㌧二 5 4 3 3』 2
乳児死亡率” 96．2 74．0 108，7 60　

60

15．4
2
60．6』

4ざ1
28

13．7
3

107．1

47

30

15．0
1

33．3

、第8表乳児主要 ．死因別死亡数
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時他症
損の

1傷無
、難酸
産素
及症．
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細　の
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朋　の
の　新　腸
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．児　異　炎

新 不母に、そ生　　胎よ一㌔の
、 児　慮　のるの　　　　妊新 他

出　の　娠生　の・
・血　　時児　全
性　事　のの

慧故羅詣r
∫

B339
32”
46．ε

B42
777”

　　　B4
78（108009＞一778’

　　B462

BE47
E48

760

7631

I　　　　　I 1 1 1 匹

”こ敬 135　 10一 二伊、（率）　　（29．0）：

」墨』i30（・翻

』乙6一数　33　9
　〈率）こ 　　〈27．・3）

　数　、 26　 7・41♪（率）・・　（26．9）

　数　15　442（率）　　（26．6）

　数　2343・ （率） 10　
2

（43，5）　（8，7）

・♪　数 21　9爆（率）　　…（42，9）

　数4§（率）
「

い数4β（率）

　数47（率）

4“　1（33．4）：（8」3）

3
（20．0）r

　3’　21（5q，0） よ（33．3）

10r・　　L3　（29，0） 　、　ζ（8．0）

　　　　51（30，0）：．　　　　　　（16．7）

［2　 』　12 　　　　　12
ド・ （6．0〉（36．4）：・　 （6．0）

1　　　　　　3・（3，8） （26．9）∫ 　　（11．5）

（6．7）　　（46．9）

（26．1）

　　　　8　　　 ・（24β）

2
こ（7．8）

1　　　　1（6．7）　　 　　　　　　　（6．7）

1　　1（4，8）（4．8）

　　1（16．7）　　（8．3）

（16．7）

　2（13．3）

（6．7）

2
（8，7）　　　（13io）

1　　1（4，8） （418）・（28，6）

1
（8．3）

2
、（13．3）

く25、0）

（26．7）
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気 群細不明の来熟児、、不慮の事故も多い。F特に肺炎お

よび気管支炎によ・る凪亡が昭和40年代に入グてから、も澗

1鄭を示セす『こrと、セ零蔵医療を含めた保健の指標の低．レベ～レを
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・醐麻熟腿母熱癬恥特曙俸鯨櫻蝉動
と共隙 懸耀騨々剛雛斗醸’軌，誰9脚勲
・つく減少頃来俄％・1特暇麹5集以難町麺か，
・しかしなおく脚才以激⑫麟蔚分掬移くζ頻園，蝉導鱒

もかか紡六彫囎鱒紳妹継｝騰潭蝿
生ナる例が多く、家族計画の添か込鞄墾な層の拳導爆問
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第11衷　ク ．＝ル　　病　（乳　幼・児） （）内重症例％

嶺～璽」・～3 3～6 6～9 9～12 12～15 15～18 ・8～2・12・惚
昭．

和32年 56％ 1（6） 、36％ （11） 26％ （11） ／

昭　和　39．年

昭　和　41年

和43
47

55％

1§％0

li65％

19％110％』

1％』

　51％

零4％
11％

　o

6又％
6％『P

『．0

5晦』
5％

o、

、41％

、10％r』

　0

27％

P
0

29％

O9

第12衰還養摂取状況（3物）

　　　．，卜翼 1脂肪糖

昭和42年6月

』昭和44年6月

．昭爬菊年6月

．所　に要　温』

　1、
質l　　Ca（mg）
　　　『

ビ 　タ ン

』A（エU）IB‘（mg）「rB醜）℃（叩9）

1067 β3（7） 10
’・

214 214
、 　391 0．24 0．21 ．66

1292 、β5（17） 20
孝0亀 ＄52 798

．0，46 0《48 74
1342 β8（20），　　　　　　一

24． ：245、 ＄72 932
0．51 0，．56 841

1350 45
一　　　　■ 阿‘・

5QO 15QO
Q．6 0，．6 、』4Q五

己 　　　　　　　『L　　 』｝1∫

第1織血 液 像．（3才児）

ト』 血球
（×104／1mm3） Hゆ ，耳t（％） 貧凪者

昭和42年、

昭和45年
秘7年　　　「1

389‡39、4』416土42．3

‘　　・ヤ

20±4L8

　
1＝

2，8±0．8

3．4ま0，9

3．6士019

3勃6士3ド0

寧（聯）

（5％）

題を残している。不慮の事故は添寝による乳房圧死の痛

ましい礁故であり、保育条件の改善、 母親の自覚により

未然に防止することが出来るが、出稼ぎによる女子の過

・労働が輝であること硯逃勉塵1まい力拠㌔、
　③　乳幼児身体発育 　r　　r　I

　乳幼児身体発育は昭和44年度の乳幼児検診時の資料を
使用し延木貴にて・低体重出生児、疾患児を除外して統・

君十処理を行っ丸。・第9．表に乙示すごと、く昭和40年、岩手医，1・

大発表の岩手県下乳幼児身体発育値と比較レても、、身長

塑やや低侮を示すが、他の数億に余り差は認められなヤ。
　　　』 ・　　　　　　　　　 　　　　　　　 弓『　　ρ　　　　ξ

しかし・ 7灘嘩獅醗融や鱒延鯵傾麟あ．
り、また、極度に発育の遅れた12ヵ月令にて7．5kgの体

重を示すまうな育児φ拙劣によお乳児1も遭遇サるミ愛家

地区にお㌧1・ては標準偏差値が少rし大き昏がこ一平均値で麻「

発育差は認められなかった0

　3才児についてほ、昭和45年調査を1行った鋤懐k示

すごとく、対照値とした岩手医大の発表値・と』七較しても

身長、体愈胸曲とも差がなく、安家地区にお紋も差

は認めなからた01しかし安家地区の中め大平地区の3才

児の身長く体重、 胸囲と一も低値を示した。・ま減y・

碗3） 』あレ病の頻度ゐ推移・ ・・一1 ンぐ｝ 』・く1ダ ｝

　ぞル病の検診峠左腕関節のレ とトゲマ撮影階よゆ行っ

たが、岩泉町の中でも最もクル病頻度の商い安家地区を

例にすると《第11衷のごとく、昭和32年当時、東北大学、

佐野保教授らの発表によると、』0～6ヵ凋令＝56％」盤

症例6％、 6～12ヵ月令 ゴ36％、：重症例11％、 112～18ヵ
月令でも26％、1重症例11％の高率のクル病罹患状態を示

しそいた。昭和3σ年よザ本格的省児相談を開始したが、

12ネ月令迄60％理度を示し、1年後においても50～30％

代の高頻度めクル病を示していた。重症例はこの頃より

激減し、骨の著明な変型は見られなくなった。昭和41年

には乳児において高い罹病率を示す6～9月令において

24％と減少、昭和43年には3～6ヵ月令、10％と盛岡市

と同率とな卯ヵ月令以御ク！晴殖暫賭は認めら
れ叛くなり、 昭和翼年には零を示す状態となった1

　耳・安騨区に紺る3就の笹、、、
　1‡1 ．栄養摂取状況 （第12表）

　昭勢42界 調鰍員15名超拠笹名・騨46年22
名鯵り・、銅恥連鱗轡腿嘩頼士醐接・
母親から問診によウ群緬に調査、楽養計算を行った。42

年において～ 蛋白質中の動物性蛋白質は・7gで全蛋白髭

％㊨摂取であり、幼児食め所要猛としてめ動物性蛋白質

の占める比率％と比較すると極めて低い摂取数値といえ

るび脂肪についても’同様であり珊gの摂取でありた6．当

・然、r
カル シュ」 ムの摂取も低く、またビタミソにおいて

は｛A＝3911U、所要猛に対して塚Y．B一，氏においても

所要量に比して％～％の摂取であらた。その後め指導に

より少しずつ改善されく 昭和44年には蛋白質ぺ動物性蛋

白質、脂肪、ガルシュ」ム、1ピタ』ミ ソの各組成は各々2
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倍の摂取を示すようになり、昭和46年には所要量に比較，　ある。強いて母子保健の問題点をあげると、

號麓欝慧襟禦饒鍵欝讐竈皆惣繋翻灘鰭鰹鵬灘濡裟
となった家庭は調査可能な家庭であり、安家地嘩全体のぐさ屡鷺魚塗い隻その中には生活基盤に関係するものが多

評値とすることは出来なレ㌔　　・　．　 、・　　　　く・衛生墨想の普及・地域栄養学の確立・悪、・因習の打

12随姻擁アミ：簸比1：：÷き1以斑1蹄破凪社会文イL 繍的鋼により改齪泌ものが
血漿中遊アミノ酸の測定は一次が一バrク開げ主で励．阜急螺決するこ撚至難の問題驚るb教

ラガ‘にま癩Il定こ擬ン嶺晦言ll算し裁系ヴ祥攻 敷鰐1慈叙嘘誉蟻麟界煙鞭綿嫉レ・臨
ットらの報告による脚以王の場舘ブ畷泳ノレ強く勧嘱けること剛・新蝟習砦て騨す

蝋焔懸轍甑七瀬～ご1㈱輪肋前お迄励し鰍忍塑纏’鰍P∵1
1llr、ご

訟轍激賠繭盛梯麹児卿ミ轍眩4⑫医師齢騨巌翻画残，鞭腿卿輿
士61瞳あ妥輝癩レ聯に糊る磁鹸養磁 鍵繍舳あ唆駈翻雄概螂襖状窃る・
盤縮縮繊嫌酸魏齢働巣赫醜繭」労繰い雁齢靹イピ纏兇螂繊灘鍮舩
し、同様の瀧を行い、調査人員f2名にぐ疎轍比ミ の医鰍危馳硫戯鰭選師あ翻雌繊
2，3±0．、9であった．前灘対横騒舳避日り4む繊鯵溶・礎向蒔轍㈱あ齢濾編齢の

ジ瞳く・旛嫡磁鞭舶サ勉蝋知適切醜繍騨導輔嫌舘磯舜期
餌γQ・・9概れぞ澱与し、 それぞゆ跨脚鋒憂類け桝数瞬いじ
にアミノ酸比2，0、1，8と著明な改善を息∬・る。昭和46　　　（31健康豫育は予防活動と共に進めなけれ啄ならなy・

　　　　　　　　　　　　　　　　　◎ll㌘群1爵　　　．耀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　1　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、｝一、　－
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